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研究成果の概要（和文）：歯を失った際に、歯科用インプラントによって修復する。そこで、下顎の奥歯にインプラン
トをオフセット配置した場合の周囲骨の力学的効果を明らかにすることを目的に、ひずみゲージによる模型実験と三次
元有限要素解析を用いて、ストレート配置とオフセット配置の比較検討を行った。その結果、全ての配置で中央荷重時
の被圧変位量が最も小さかった。また、オフセット配置がストレート配置よりも、生体力学的に必ずしも有効であるわ
けではないことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to clarify the biomechanical effects of offset placement 
on the peri-implant bone in edentulous posterior mandibles by comparative investigation using FEA and 
model experimentation with strain gauges. Three types of experimental models, each with different implant 
placement, were prepared. In one model, the implants were placed in a straight line; in the other two, 
the implants in the parts corresponding to the second premolar and the first molar were offset each by a 
1-mm increment to the buccal or lingual side. Four strain gauges were applied to the peri-implant bone 
corresponding to the first molar. The experimental models were imaged by micro-computed tomography, and 
FEA models were constructed from the CT data.
Both experimental and FEA models suffered the least compressed displacement during central loading in all 
placements. Offset placement may not necessarily be more biomechanically effective than straight 
placement in edentulous posterior mandibles.

研究分野： 高齢者歯科学

キーワード： インプラント補綴　オフセット配置　三次元有限要素解析　被圧変位量　応力分布
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１．研究開始当初の背景 
 歯科インプラントを利用した治療は，高齢
者においても一般的に普及し，選択肢の一つ
として認知されてきた。インプラント治療の
良好な結果および長期的な安定を保つには，
骨とインプラントのオッセオインテグレー
ションを維持するための骨のリモデリング
が必要不可欠である。骨のリモデリングには
インプラントに負荷される咬合荷重によっ
て，骨周囲に生じる種々の応力が適正な範囲
内であることが必要とされる。オーバーロー
ドに由来するインプラントと骨界面へのス
トレス集中は，骨の吸収をまねくことが報告
されている。インプラントに生じる応力はイ
ンプラントの配列によって変化する。Gunne
らはインプラントの配置と補綴装置の幾何
学的形態が咬合荷重の配分に影響すると述
べている。インプラントを埋入する際，3 本
のインプラントを直線状に配列することに
対して，中央部のインプラントを側方へずら
す手法はオフセット配置と呼ばれている。
Rangert らは，3 歯臼歯部欠損症例でインプ
ラントを 2本埋入してブリッジ形態とした時
の荷重を 100%としたとき，3 本埋入の直線
配置では 67%，3 本埋入のオフセット配置で
は 33%に荷重が減少すると報告している。し
かし，Rangert らの報告では荷重分布の具体
的な算出方法等については記載されていな
い。 
オフセット配置の有用性については，幾何

学解析，光弾性試験，ストレインゲージ法，
FEA 等が行われてきたが，解析方法ごとに短
所が存在し，理想的な条件下で行われた研究
は皆無であると考えられる。そのため，複数
の解析を行うことで各解析方法の短所を補
い，客観的にオフセット配置の有用性を評価
する必要があると考えられる。しかし，同一
条件下で複数の解析を行った報告は認めら
れない。また報告者によって結果は異なり，
offset の有用性については統一見解がなされ
ていない。 

 
２．研究の目的 
本研究では，下顎臼歯部欠損において，オ

フセット配置によるインプラント周囲骨の
生体力学的効果を明らかにすることを目的
に，ひずみゲージによる模型実験と FEA を
用いて比較検討を行った。 

 
３．研究の方法 
 
(1) 実験モデルの製作 
①擬似下顎骨模型 

 下顎左側第一小臼歯(no. 34)，第二小臼歯
(no. 35)，第一大臼歯(no. 36)までの遊離端
欠損を有する擬似下顎骨模型(P9-X.1135，
Nissin Dental Products，Kyoto，Japan)を
使用した(Fig.1)．模型は，擬似皮質骨部(ウ
レタンレジン)と擬似海綿骨部(発泡ウレタ
ンレジン)の二層構造から成る． 

② インプラント体の埋入 
 解剖学的歯冠幅径を参考に，下顎第一小臼
歯から第二小臼歯間を 8 mm，第二小臼歯から
第一大臼歯間を 10 mm の間隔で 3本のインプ
ラント体を埋入した．擬似下顎骨模型に正確
にインプラント体を埋入するために，インプ
ラント埋入ガイド(Landmark Guide™，iCAT，
Osaka，Japan)を製作した．擬似下顎骨の底
面に対して垂直にインプラント体を埋入す
るために，ボール盤(Enkoh’ s， Enshu 
Industrial，Shizuoka，Japan)とインプラン
ト埋入ガイドを用いた．インプラント埋入窩
形成用ドリル(Brånemark SystemⓇ Twist 
Drills，Nobel Biocare，Göteborg，Sweden)
をボール盤に装着し，通法に従い，直径3.0 mm，
深さ 10 mm の埋入窩を 3カ所形成した．その
後，各埋入窩に，直径 3.75 mm，長さ 10 mm
のインプラント体(Brånemark SystemⓇ MkⅢ，
Nobel Biocare，Göteborg，Sweden)を 40 Ncm
のトルクで埋入した． 
3 本のインプラント体を直線配置としたモデ
ル（ストレート配置）を基準として，no.35
を頬側へ 1.0 mm，no.36 を舌側へ 1.0 mm オ
フセットさせたモデルを頬側オフセット配
置（B-offset），no.35 を舌側へ 1.0 mm，no.36
を頬側へ 1.0 mm オフセットさせたモデルを
舌側オフセット配置（L-offset）の計 3種類
のインプラント配置の異なるモデルを3つず
つ作製した． 
 
③ 上部構造体の作製 

 上部構造体の咬合面観は，解剖学的歯冠幅
径を参考に，第一小臼歯近心部の頬舌径7 mm，
第一大臼歯遠心部の頬舌径 10 mm，近遠心径
26 mm の台形とした．高径は 8 mm，上部の 4 mm
は上部構造体の厚み，下部の 4 mm はアバッ
トメント連結部とした．第一大臼歯相当部の
咬合面には，直径 2 mm，深さ 0.2 mm の荷重
点を 3 カ所付与し，それぞれを頬側荷重点，
中央荷重点，舌側荷重点とした．上部構造体
はチタン製（ISUS，DENTSPLY Sankin，Tokyo，
Japan ） で ， Computer-aided design and 
computer-aided manufacturing(CAD/CAM)を
用いて製作した．インプラント体が埋入され
た擬似下顎骨模型に，上部構造体を装着した
モデルを各配置ごとに 3個作製し，これを実
験モデルとした． 
 
④ ひずみゲージの貼付 

 no.36 インプラント体周囲骨表面に 2 線式
のひずみゲージ(KFR-02N-120-C1-11，Kyowa 
Electronic，Tokyo，Japan)を 4 枚貼付した
[21,22]．被測定部の表面を 320 番のサンド
ペーパーにて研磨し，アセトンにて清拭後，
専用の接着剤（CC-33A, Kyowa Electronic，
Tokyo，Japan）を用いて接着した．ひずみゲ
ージは，インプラントの近心， 遠心，頬側，
舌側の4カ所に貼付し，部位ごとにひずみM，
D，B，Lとした．  
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(2) FEA モデルの作製 
 実 験 モ デ ル を micro-CT 撮 影 装 置
(ScanXmate-L090H，Comscantecno，Kanagawa，
Japan)に固定し，管電圧 90 kV，管電流 10 μ
A，断層厚 106 μm の撮影条件で，CT 像の撮
影を行なった．得られた CT データから三次
元有限要素解析ソフト(Mechanical Finder®，
Research Center of Computational 
Mechanics，Tokyo，Japan)を用い，FEA モデ
ルを作製した．メッシュ形状は，四面体要素
とし，総節点数は約 260,000，総要素数は約
1,400,000 で分割した． 
擬似下顎骨模型製作メーカーの公開値およ
び，過去の研究[23]で用いられたヤング率お
よびポアソン比を参考に，適切な物性値を決
定し，FEA モデルを作製した．インプラント
体，アバットメント，上部構造はチタン製と
し，インプラント体とアバットメントの間お
よびアバットメントと上部構造の間に一切
の介在条件を設定せず，全てが連続した構造
体とした．また，擬似皮質骨，擬似海綿骨，
インプラント体，上部構造体の全ては，均質，
等方性の線形弾性構造体とした． 
インプラントと骨の境界条件は接触状態と
した．インプラント体と擬似下顎骨の界面は，
単に接触しているのみで，摩擦係数が 0であ
り，すべりが生じている状態を再現した．こ
れは，実験モデルのインプラント体と擬似下
顎骨の接触状態を再現したもので，即時荷重
を想定した．FEA モデルは各配置の 3 つの実
験モデルそれぞれに対応させ，FEA モデルも
3つずつ作製した． 
 
(3) 変位量の測定 
① 実験モデルにおける被圧変位量の測定 

 実験モデルのインプラントの被圧変位量
の 測 定をイ ン ストロ ン 型万能 試 験 機
(Instron‐5500RⓇ，Instron Japan，Kanagawa，
Japan)を用いて行なった．実験モデルをイン
ストロン型万能試験機の作業台に置き，円錐
形のジグを用いて圧縮試験を行った．3 カ所
の荷重点に 0.5 mm/sec の速度で垂直荷重を
加えた．大臼歯部のインプラント上部構造に
加わる最大咬合力が 200 N であるという報告
を参考に，100 N を採用した．作業台とジグ
の間にストレインゲージ(2630-100，Instron 
Japan，Kanagawa，Japan)を取り付け，作業
台とジグの間の距離の変化量を，インプラン
トの被圧変位量と想定して計測を行なった．
各荷重部位につき，5 回ずつ測定を行い，5
回の平均をそのモデルの荷重部位の代表値
とした． 
 
② FEA モデルにおける被圧変位量の測定 

 擬似下顎骨底面の全節点を完全拘束し，3
カ所の荷重点に 100 N の垂直荷重を加え，弾
性解析を行った．荷重点の垂直的変位量をイ
ンプラントの被圧変位量と想定し，3 カ所の
荷重部位について解析を行った． 

 
③ FEA モデルにおける三次元的変位量の

測定 
 100 N の垂直荷重を加えた際の 3 本のイン
プラント体の三次元的変位量について解析
を行った．評価部位は，インプラント体の頚
部と先端部とし，頬舌方向（X軸），近遠方向
（Y軸），上下方向（Z軸）について，それぞ
れ変位量の解析を行った． 
 
(4) ひずみの測定 
① 実験モデルにおけるひずみの測定 

 インストロン型万能試験機による圧縮試
験の際に，ひずみの計測を同時に行った．セ
ンサインターフェース（PCD-300B, Kyowa 
Electronic，Tokyo，Japan）にひずみゲージ
と ノ ー ト パ ソ コ ン (LATITUDE 
E5500,DELL,Texas,USA)を接続し，100 N 荷重
時におけるインプラント周囲骨のひずみを
測定した． 
 
② FEA モデルにおけるひずみの測定 

 実験モデルのひずみゲージ貼付部を，FEA
モデル上で座標点として表し，荷重前後での
長さの変化量をひずみゲージの長さで除し
た値を FEA モデルのひずみとして算出した． 
  
(5) FEA モデルにおける応力分布の評価 

 荷重時におけるインプラント周囲骨に発
生する相当応力をno.36インプラントの頬舌
的断面で観察し評価した．配置間における応
力分布を比較した． 
 
４．研究成果 
(1) 被圧変位量について 
全ての配置において，実験モデルと FEA モ

デルともに3つの荷重部位の中で頬側荷重の
被圧変位量が最も大きく，中央荷重の被圧変
位量が最も小さかった．実験モデルと FEA モ
デルともに，頬側荷重時のストレート配置の
被圧変位量は L-offset より有意に大きく
(p<0.05)，舌側荷重時のストレート配置の被
圧変位量は B-offset より有意に大きかった
(p<0.05)．  
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
(2) FEA モデルの三次元的変位量について 
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 100 N 垂直荷重時における荷重部位ごとの
インプラントの三次元的変位の結果を示す． 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
頬舌方向（X 軸方向）の変位は，頬側荷重時
はインプラント頚部が頬側へ，インプラント
先端部が舌側へ変位し，インプラント体が荷
重側へ回転傾斜するような動きを示した．舌
側荷重時はインプラント先端の変位は小さ
く，インプラント体が舌側へ変位する動きが
認められた．中央荷重時は変位量が最も小さ
く，変位がほぼ認められなかった．近遠心方
向（Y 軸方向）の変位は，3 カ所の荷重部位
全てで，3 本のインプラント体を遠心へ回転
傾斜させるような変位を示した．上下方向（Z
軸方向）の三次元的変位量は，3 カ所の荷重
部位すべてで，no.36 の変位量が最も大きく，
近心のインプラント体ほど変位量が小さく，
遠心部が沈下するような変位を示した．中央
荷重時が最も変位量が小さく，頬側荷重と舌
側荷重はほぼ同等の変位量を示した．配置間
においては同様の傾向を示し，インプラント
配置の違いにより，三次元的変位量および変
位方向に違いは認められなかった． 
 
(3) インプラント周囲骨のひずみについ

て 
① 実験モデルのひずみについて 

 100 N 垂直荷重時の実験モデルにおける，
第一大臼歯相当部インプラント部の荷重部
位ごとのひずみを示す． 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 
全ての配置において荷重側のひずみゲージ
で大きな圧縮ひずみが認められ，配置間で同
様の傾向を示した．最大で約 4500 μ Strain
の圧縮ひずみが認められた．頬側荷重時のひ
ずみ B において B-offset の圧縮ひずみは有
意に大きかった．また舌側荷重時のひずみ L
において圧縮ひずみの値は，配置間で有意差
は認められなかった． 
 
②FEA モデルのひずみについて 

 実験モデルと同様に，全ての配置において，
荷重側で大きな圧縮ひずみが認められ，配置
間で同様の傾向を示した．最大で約 1700 μ 
Strain の圧縮ひずみが認められた．頬側荷重
時のひずみBにおいてストレート配置の圧縮
ひずみは有意に大きかった．また舌側荷重の
ひずみ L において L-offset の圧縮ひずみの
値は B-offset よりも有意に大きかった． 
実験モデルとFEAモデルの間でひずみの大き
さに違いはあったが，荷重部位の違いによる
ひずみの様相は似た傾向を示した． 
 
(4)FEA モデルにおける応力分布について 

 全ての配置において，荷重側のインプラン
ト周囲骨で相当応力の集中が認められた．頬
側荷重時の B-offset および舌側荷重時の
L-offset においてインプラント体底部周囲
の海綿骨部で広い範囲での応力集中が認め
られた． 
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